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実践報告 
 

複数性を持つこと 
To have plurality 

立花 佳澄，中川 雅道  
TACHIBANA Kasumi，NAKAGAWA Masamichi 

 
 

『源氏物語』では，性格も立場も様々な女性たちが光源氏と関わり，その関わりに葛藤する様子が描かれ

ている．これらを知ることは，「自己・他者の中に複数性（複数の視点）を持つ」ことでもある．高校 1 年

生の国語総合の授業の中で，登場する女性の中で自分が最も魅力的だと思う人を挙げ，その理由をプレゼ

ンテーションする活動を通して，多様な価値観を知り，複数性を持つことについて考えた． 

 

キーワード： 複数性，日本の古典，源氏物語，多様性，総合単元学習，アクティブ・ラーニング 

Key words:  plurality，the Japanese classics，The Tale of Genji，plurality，values，active learning 

 

 

I はじめに 

 

 なぜ生徒は古典を学ぶのだろうか．これは国語

科教諭として考え続けるべき問いであり，ひいて

は「なぜ我々人間は古典を学ぶのだろうか」という

命題でもあるだろう． 

 単元設定に先立ち，生徒に「古典は本当に学ぶ必

要があるのだろうか．またなぜそう考えるのか」と

問いかけた（実施日 2020 年 6 月 8 日，対象 4 年 1）

2 組生徒 32 名）．すると「必要だ」「不必要だ」

と答えた生徒はそれぞれ 13 名ずつ（約 40%，40%），

「どちらでもない・その他」と答えた生徒は 4 名（約

20%）いた．図表１は回答内容の一部である． 

古典に出てくる言葉の多くは我々が日常会話で

用いる言語ではないので，いわゆる「これから生き

ていく上で必要な知識・技能」であると認識され難

い．まして，読むために必要な古典文法を習得する

ことは生徒にとって学習の動機付けがしにくいも

のであろう．しかしその本質を問うた時，生徒は真

摯に「なぜ学ぶのか」に対する自分なりの考えを表

明したのである．我々はなぜ古典を学ぶのだろう

か．1000 年以上読み継がれてきた古典には何かし

らの面白さがあるはずだ．その面白さに触れ，古典

が生涯の友となるような体験はできないだろうか．

このような課題意識から，生徒が自ら古典の魅力

を見つけられるような仕掛けづくりをしてみよう

と考えた 2)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

II 学習方法および実践 

 

 

現代の知識人による古典への評価を探ることは，

古典の世界の人々を知るための手がかりの一つに

なるだろう．2014 年から 2020 年にかけて，河出書

房新社より『日本文学全集』が出版された．全 30

巻から成るこれらの作品は，著名な作家陣による

図表 1 生徒の回答内容の一部 
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古典の新訳集である．編集者の池澤（2020）は以下

のように述べる 3)． 

 

日本人とはいかなる人たちであるか．この限

定された国土で人はいかなる精神を養ってき

たのか．（中略）第一は，恋が好きであるこ

と．（中略）第二は，英雄崇拝が薄く，むし

ろ敗者への共感の思いが強いこと．（中略）

第三は，平安期までだけれど，女性の歌人や

作家が多かったこと． 

 

これを導入として，本単元では「恋」に焦点を当

て，平安期の人々の恋愛感覚や血縁関係について

の知識を得させることにした．特に妻問婚や一夫

多妻制，家柄や後ろ盾の重要性等，現代の感覚とは

異なる点に気づかせるようにした． 

では古典における「恋」とはどのようなものか．

これを知るには，多くの女性たちの「恋」が描かれ

ている『源氏物語』が手がかりとなるのではないだ

ろうか．原文で読み解くにはかなり難解な作品で

あるため，導入として漫画 4)の一部を読ませた．こ

の時，多くの登場人物の識別や心情への気づきを

促すため，4 名ずつの小集団に分かれて登場人物を

割り振り，台本のように声に出して読ませる手法

をとった． 

登場人物や設定への理解が少し進んだところで，

本単元の意図を知らせた．『源氏物語』では，性格

も立場も様々な女性たちが光源氏と関わり，その

関わりに葛藤する様子が描かれている．これらを

知ることは，「自己・他者の中に複数性（複数の視

点）を持つ」5)ことであるとも考えられる．自分以

外の他者が何に喜び，傷ついたのか．自分ならばそ

の時どう考えるのか．たとえ共感し得なくとも，想

像してみることは可能か．そして，現代との繋がり

はどこにあるだろうか．『源氏物語』を通して共に

考えてみたいと投げかけた． 

まずは，エピソードや行動が比較的わかりやす

く描かれ，現代でも物の怪に関する議論が多い六

条御息所に着目し，「車争い」の原文を抜粋して読

解した．生徒にとって品詞分解や現代語解釈をす

ることは難解な課題であったが，古語辞典で語義

を調べたり，小集団で確認させたり，適宜漫画を読

ませたりしながら進めた． 

そして，授業者が原文や論文等の資料から読み

取った六条御息所の魅力をまとめ，プレゼンテー

ションを披露した．魅力を伝える工夫として，彼女

を端的に表すキャッチフレーズを考えて提示した

り，行動やセリフをピックアップして現代語と合

わせて紹介したりした． 

さらに生徒に夏季休業中の取り組みとして図表

2 の課題を与え，授業で取り扱っていない様々な女

性について自分で調べまとめて他者に説明する準

備をさせた． 

作成したスライドは小集団の中で相互発表・相

互評価させた（図表 3）．特に相互評価の高かった

者が代表者となり，学級全体の前で発表した．生徒

は発表者のプレゼンテーションの良かった点を考

え，自身の参考とした． 

 

スライド作成から発表の過程で言語化した「魅

力」について，さらに学級全体で話し合った．ここ

でどのような共通点や相違点があるかを見つけ，

それぞれの人物の立場や価値観を認識することで，

人が多様な文脈や背景を持つと気づくだろう．こ 

図表 3 相互評価の観点 

【課題】『源氏物語』に登場する女性の中で，あなた

が最も魅力的であると思う人は誰ですか．一人

選び，魅力的である理由をプレゼンしてくださ

い． 
【条件】①２種類以上の複数の資料を根拠とすること． 
原文，現代語訳，解説書，論文，漫画等どれを組み合

わせても良い．インターネット上の解説サイト等を利

用しても良いが，その場合は必ず文献と組み合わせる

こと．） 
②その女性を端的に表す「キャッチフレーズ」を考え，

必ず入れること． 
【方法】スライド作成（powerpoint 等） 

図表 2 プレゼンテーション課題内容  
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のことは「古典を通して，自己・他者の中に複数

性を持つということ」になり得るのではないだろ

うか． 

 

III 教材について 

 

本単元での主教材『源氏物語』を選択した理由は

登場人物の多様性にある．作中ではたくさんの女

性が登場する．異なる背景や性格を持つがゆえに

彼女らの取る言動は様々であり，それはその女性

の価値観・生き方を体現しているとも言える．これ

らの女性に着目することで，共感したり，あるいは

共感せずともなぜそのような行動をとったのかを

考え，自分以外の他者がどのようなことに喜怒哀

楽を感じたのかを想像したりすることができる． 

このことは，自分の中に複数の視点を持ち，自分

以外の複数の他者を考えることである．哲学者ハ

ンナ・アレントの言葉を借りれば「複数性」を持つ

ことである 6)とも考えられるだろう．そして複数性

を持つことは，「他者への寛容」，「すべての人に

開かれている」というシティズンシップ教育の考

え方 7)にも通ずるのではないだろうか． 

同じような趣味・価値観を持つもの同士の緩い

繋がりはあるが，そうでないものやわからないも

のに対する排除の風潮というのは，近年より一層

強くなっているように思う．『源氏物語』という古

典の物語は「わからないもの」かもしれない．しか

し，その架空の物語の中で悩み苦しみ喜びながら

生きた女性を知ることは，わからないものを知る

こと，複数の視点を持って他者を考えることに繋

がるのではないだろうか． 

 

IV 単元の構成・ねらい 

 

1.単元の位置 

本単元は充実期 8)国語総合の古典的分野に位置

する．「意見や思考の展開を分析したり統合したり

して，論理的・批判的にとらえ，多元的視点を持つ

ことができる」「文学的作品や非連続型テキストか

ら思想や感情を的確に捉え，表現の工夫に気付き

自分の思考や表現に活用することができる」とい

う充実期の目標に基づく． 

  2.単元の位置付け 

 本単元と，現行及び次期学習指導要領の指導事

項との関連を，図表 4 の通り位置付けた(p.4)． 

3.単元のねらい 

源氏物語の女性に着目し，根拠を見つけながら

その魅力を挙げさせる．言語化した「魅力」を小集

団や学級全体で話し合うことで，どのような共通

点や相違点があるかを見つけさせる．それぞれの

人物の立場や価値観を認識することで，人が多様

な文脈や背景を持つということに気づかせる．以

上の活動を通して，自分を社会の中に位置付け，他

者とともに課題を解決していくための自立・協同・

創造の力や，異なる考え方とそこにみられる立場

や価値観を捉える姿勢を培う． 

 

Ⅵ 分析・考察 

 

『源氏物語』に登場する女性の中で，あなたが最

も魅力的であると思う人を一人選び，その魅力を

プレゼンテーションする課題に対して，生徒は驚

くほど熱心に取り組み，その質は素晴らしいもの

であった．また，互いのプレゼンテーションを聞い

た後の感想も「とても面白かった」「紫の上への愛

が伝わってきた」「私も共感した」等の前向きな意

見が多数見られた．「誰かの魅力を見つけるために

その人物に関する資料を探し，とった言動に思い

を馳せてみることは，当事者だけでなく周りの他

者との関係性を考えることでもある．以前にもま

して愛着がわき，「彼女はこんなにも魅力があるの

だ」ということを誰かに知ってもらいたくなる．自

分の好きな俳優やキャラクターのことを「推し」と

呼んで応援するのは，10 代の子どもたちにごく自

然に見られる光景であるが，今回の学習はこの感

覚に似ていたのかもしれない． 

 単元の最後に，全体を通して考えたことを問う

た．中には「なぜ古典を学ぶのか」について再考し

たものもあった．以下に，生徒の記述内容から考察

できることを述べる（引用箇所の傍点は筆者によ

る）． 
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色んな教科で海外と日本を比較し，異文化理解

をしようとしているけれど，正直源氏物語を読

めばそれに匹敵しそうなくらいの衝撃的な文

化を知れると思う．さすにこれは言いすぎな気

もするが，僕はそれくらい源氏物語が衝撃的だ

った．（A） 

 

昔にも今と同じように女性観での争いやいざ

こざがあり，和＝おしとやか，落ち着きという

イメージが間違っていると気づかされました．

また，文化の違いや昔の女性としての生き方，

求められることには現在と差があり，実はとっ

ても闇深いのではと新たな疑問が生まれまし

た．（B） 

 

光源氏モテすぎ！どんな顔なのか気になる．

（中略）ジョジョみたいに二部があると知った

のでぜひ読みたいなと思う．（C） 

 

例えば末摘花のような辛抱強く好きな人を待

ち続ける生き方は，他人からすると可哀想に感

じても，本人的には結果拾ってもらえて幸せだ

ったのかもしれない，というように本人の幸せ

と客観的に考えた幸せはイコールではないの

ではないかと考えました．（D） 

 

例えば「六条御息所みたいに，自分を好きにな

ってくれない人を好きになっても苦しむだけ

なんだな，そうはならないようにしよう」「花 

 

 

 

散里のような生き方は楽そうだな，参考にして

みよう」など，色々な人生を知ることができる

と思った．（E） 

 

   昔，男の人と女の人が初めて出会った時点では

女の人は男の人から見て「物」なのかなと思っ

た．実際，源氏は紫の上を「可愛い」や好きだ

った藤壺の「代わり」として好きになり，自分

の身の近くに持っていく．この時点で紫の上は

「人」としてではなく「物」として扱われている

ように，私は感じた．他の女性も同様に源氏の

その時の気分や状態に振り回されて関係を持

つことが多い．しかし，時を共に過ごしていく

うちに源氏は「物」の「人」な部分に惹かれて
、、、、、、、、、、、、、、、

いき
、、

，
、
「人」と
、、、、

「人」の関わりへと変化してい
、、、、、、、、、、、、、、

る
、
と思った． 

  なのでこれが昔の時代では普通なのかもしれ

ないが，女の人の心の強さと，男の人の立場的

な強さを感じ，今とは少し違うと思った．（F） 

 

作品（フィクション・ノンフィクション問わず）

を自分の心に落としこんで，生きていく上のエ
、、、、、、、、

ネルギー
、、、、

や教訓にできることの素晴らしさ，有

難さを知った．（G） 

 

『源氏物語』はすべての人が「生きる」という
、、、、、、、、、、、、、、

感じ
、、

がする．（H） 

 

多種多様な人々の個性と価値観を知れた．また，

図表 4 単元の位置付け 
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それを全肯定する光源氏はすごい
、、、、、、、、、、、、、、、

と思う．（I） 

 

生徒が『源氏物語』という作品そのものが持つ面

白さを味わっているとわかる．A にとって光源氏

の生涯や彼に関わる女性たちの物語は，これまで

の読書体験の中であまり出会ってこなかった種類

のものであったようだ．B や F が指摘するように，

平安貴族の生活，出自・後ろ盾という考え，光源氏

の性格や価値判断，女性たちの生き方等，様々な面

において「古くて新しい」ものでもあっただろう． 

C は古典に対して苦手意識を持つ生徒であるが，

今回の学習に積極的に取り組み，代表者としてク

ラスでプレゼンテーションを披露した．物語の「続

きを読んでみたい」と考えている．D，E はクラス

メイトのプレゼンテーションを聴き，自分が調査

した人物以外のことも知ることによって，自分が

どう生きたいかという価値判断に結びつけている． 

また，女性たちと光源氏との生涯にわたる関わ

りを知ることが，一人（あるいは複数）の人間の生

き様を知ることでもあるという気づきから，人が

「『人』な部分に惹かれて」いくのだ（F）と考え，

「生きていく上のエネルギー（G）」，「すべての人

が『生きる』」感覚（H），」生の「全肯定（I）」

であると捉えた生徒もいた． 

作品として読み応えがあり面白い素材を選ぶこ

とが，生徒の学習意欲に不可欠であると改めて認

識できよう． 

では，古典である必要性はあるだろうか．もう少

し生徒の感想を挙げてみたい． 

 

当時の価値観や認識などを学ぶことはとても

有意義だし，学ぶべきだと思う．ただしそれが

中学生などで必要かと言われれば No で，学び
、、

たい人が学べばいい
、、、、、、、、、

と思った．（J） 

 

話の内容には共感できないが，このような考え

方をしている時代があった，このような価値観

があるということを知ることは必要だと思っ

た．それぞれ人は違う価値観を持っており，そ

れを知ることが世界の課題を解決する第一歩

となるのかも知れない．古典は現代語訳された
、、、、、、、、、、

もので読めばいい
、、、、、、、、

と思う．（K） 

 

はじめは「そんなのいらないし使わないから」

という理由で必要ないと思っていたが，それと

は違う理由で，やはりなくてもよいと思う．（中

略）知ることはとても楽しかった．でもだから

こそ，「暗記しなくてはならない」「単語は覚

えないといけない」「これは正しくてこれは正

しくない」など，○×がつくテストや授業をす
、、、、、、、、、、、、、

るのは勿体無い
、、、、、、、

と思う．（L） 

 

「巨人の肩に立つ」この言葉が表す通り，先人

の残した遺産の上に立てば今よりもっと前へ，

学問でも進めるのではないか．要するに，古典

はもうすでに現代語訳されているのだから，そ

れを現代文の分野で行ってもよいと思う．なぜ

なら古典はれっきとした物語だからである． 

古典は原文を読む必要性はないが，そこにある

教訓や物語は大いに学ぶ意義はある．現代語訳
、、、、

されたものを分析する
、、、、、、、、、、

．文法を覚えるより
、、、、、、、、

，
、
そ
、

こに時間を割いてはどうか
、、、、、、、、、、、、

と考えた．（M） 

 

他の女性たちが一人一人主人公らしく生きて

いるようで，主語をはっきりしない
、、、、、、、、、、

，
、
色々
、、

な言
、、

葉をはっきり書かない古文らしく全員が確固
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

として存在していた
、、、、、、、、、

，と思う．（N） 

 

読んでいてなんでこんな行動を取るかわから
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

なかったシーンが
、、、、、、、、

，
、
よく読んで別の解釈を聞く
、、、、、、、、、、、、

ことで理解できた
、、、、、、、、

ということもあって，この作

品を通じて自分の視野が広くなったような気

がして，多角的に物事を捉えるのは大切だなと

感じました．（中略）『源氏物語』を読むに当

たって，インターネットや書籍で現代語訳を調

べて読みました．訳は，資料ごとに違っていま

した．同じ古文の文献でも，訳す現代人によっ

て解釈が違い，違う表現となって
、、、、、、、、

，
、
それぞれ違
、、、、、

った物語になるのが面白い
、、、、、、、、、、、、

と思いました．そう

いう良さも古文にはあるのだと考えます．（O） 

 

古典だからこそさらに捉え方が何通りもある
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
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のでは
、、、

，と感じた．今は迷いなく「古典は必要

である」と感じている．古典から吸収すること

は多く，それ以前に面白い．この先もその面白

さ，奥深さを世に残すために，古典は必要だと

思う．（P） 

 

現代語訳された文章を読むと，現代語訳した人
、、、、、、、

の視点が入ってしまう
、、、、、、、、、、

ため，物語を複数の視点

から見えないな，と思いました．物語を様々な

視点から見る，というのが古典を学ぶというこ

となのかなと，思いました．（Q） 

 

現代文にない良いところは，それを書かれた時

代には今のような文明が発達していなかった

ということだと考えた．今のように世界中が繋

がっておらず，便利なものがない時代の人たち

が書いたものは純粋に自分の価値観や素直な
、、、、、、、、、、、、、

気持ちを言葉にしたものが多く
、、、、、、、、、、、、、、

，
、
それは情報が
、、、、、、

たくさんあって
、、、、、、、

，
、
効率の良いやり方や
、、、、、、、、、

，
、
自分と
、、、

は全く異なる文化境遇を持つ人がいるという
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ことを知ってしまった現代人には戻れないと
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ころだ
、、、

と思う．そんな大昔の人が生み出した文

章を原文そのままに解読できることが古典を

勉強するメリットだと思った．（R） 

 

J のような意見も一定数あるだろう．古典を学ぶ

ことは意義があるとは思うが，それはやりたい人

がやればいいという考えである．J にとって内発的

な動機付けにはなっていないのである．  

K，L，M は手段としての古典文法は不要だと捉

えている．現代語に翻訳する過程には価値を見出

していない． 

N，O，P，Q，R の意見は古文の持つ「わからな

さ」について考えようとしているように見える．特

に R が指摘したことは重要であろう．私たちはわ

からないことに対してどう向き合ってきたのだろ

うか．古典がなぜ様々に解釈され続けているのか，

考えただろうか．N が指摘したように，「主語がは

っきりしない，色々な言葉をはっきり書かない」か

らこそ，なぜ書かれていないのか想像の余地があ

っただろう．例えば六条御息所が生霊になって葵

の上に取り憑いたと考えられている背景にあるの

は平安時代の人々に生まれた「良心」の発露である

かもしれないとか 9)． 

解釈されたものは，P の言う通り「現代語訳した

人の視点が入ってしまう」．だからこそ M が提案

するように，私たちは「現代語訳されたものを分析

する」ことができる．様々な解釈の余地がある複数

の情報の読み比べはすでに新学習指導要領等で指

摘されている通りであるが，生徒の実感としても

挙げられたことの意義は大きく受け止めたい．今

後の古典教育開発のヒントとなるだろう． 

 

肯定，否定をするのではなく，自分の中でまと

まらなくてグレーのままでいることも必要じゃ

ないかと思う．価値観は白黒つけられるもので

はないし，善と悪とかで分けなくてもまたそれ

も一つの考えだと思う．また，何かに役立てよ
、、、、、、、

うと気負うものでもない
、、、、、、、、、、、

と思う．全てが有用だ

からという学びでは面白くないと思う．なんと
、、、

なく貯めていて
、、、、、、、

，
、
いつかふとした瞬間に思い出
、、、、、、、、、、、、、

すようなもの
、、、、、、

が古典だと感じる．（S） 

 

はじめに「古典は必要か」と問われた時，私の答

えは圧倒的に No でした．今それが変わったの

か，結論から言うと答えは Yes です．そりゃも

ちろん人生の中では使わないし，何言っている

のかよくわからないこともたくさんあります．

だけど今しかやれない「古典」というものに触

れられたのは，とても自分にとってプラスの要

素が大きかったと思います．授業でやらされな
、、、、、、、、

い限り
、、、

，
、
絶対にやらなかった古典
、、、、、、、、、、、

．深く考える
、、、、、

ことももちろんやらなかった
、、、、、、、、、、、、、

と思います．だけ

どそれができたことで
、、、、、、、、、

，
、
私は新しい世界を見つ
、、、、、、、、、、

けられた
、、、、

し，現代との違いも共通点も見出すこ

とができました．やる前は「めんどくさい」が本

音だったけど，いまは「めんどくさいけどちょ

っと楽しい」に変わりました．（T） 

 

S，T は，考えることそのものに価値を見出して

いる．古典は「何かに役立てようと気負うものでも

な」く，「なんとなく貯めていて，いつかふとした
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瞬間に思い出すようなもの」であるとする．「授業

でやらされない限り絶対にやらなかった」し「深く

考えることもなかった」という T の気づきは，深

い思考に至った偶然の出会いが実は「古典という

枠組みの必然」によって起こり得たのだ，というこ

とを示しているのではないだろうか． 

 

他者を「受け入れる」のではなく「いることを知

る」というのはなるほどなと思った．確かに「受

け入れる」だと，自分より優れた人がいること

を受け止めて羨ましくなったり，自分より劣っ

ているものに対しては上から目線になってしま

うようなイメージがして苦しくなってしまう．

「いる」だと，あくまで自分の目線から世界を見

ていて，その登場人物として世界が回っている
、、、、、、、、、、、、、、、、、

イメージ（ある意味自己中心的）があって
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

，
、
自分
、、

は自分なのだと認めて楽になれる気がする
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

．（U） 

 

恋愛に人生を狂わされる人とそうでない人に

はどんな違いがあるのだろうと思った．恋愛に

依存してしまって自分のものにしないと気が

済まない人は上手くいかないケースが多かっ

たけど，待ち続けた女性は結局幸せになれてい

た気がする．でも，なぜ大好きな人とずっと一

緒にいたい女性が源氏に適当にあしらわれる

ことが許されるのか，私は光源氏のような人が

いることは知れたけど，到底理解できなかった．

藤壺は恋をしてしまった自分を責め，忘れてほ

しいと願ったし，このことから何かを守るため

だったり恋愛が原因で他者への依存や許され

ることを拒んで忘れ去られたい人も世の中に

はいると思った．自ら命を絶ってしまう人には
、、、、、、、、、、、、、

多分他者が
、、、、、

絡んでいるから
、、、、、、、

，
、
自己責任ではない
、、、、、、、、

．

（V） 

 

U が考えたことは，まさしく授業者が単元のね

らいとして考えたことそのものであった．「あくま

で自分の目線から世界を見ていて，その登場人物

として世界が回っているイメージ（ある意味自己

中心的）があって，自分は自分なのだと認めて楽に

なれる気がする」というのは大変興味深いアイデ

アなのではないだろうか．V が書いた「自ら命を絶

ってしまう人には多分他者が絡んでいるから，自

己責任ではない」というのは，授業者が提示した

「自己責任」への問題提起への回答だと思われる．

「『複数性』＝個性の徹底的肯定」10)のヒントが『源

氏物語』にあるとし，「強いもの・良いものでない

とダメなのだろうか．自己責任でいいのだろうか．

人は誰でも『忘却の穴』11)に落ち込む可能性を持っ

ている．そうならないためにはどうすれば良いの

だろうか」と問いかけたのである．この議論につい

ては今回広げられなかったのが残念であった．学

校という場でも，その先の社会においてでも，多数

派が承認されやすい中で少数の存在をどう捉える

かは大切なことである．このことについては生徒

とともに今後考えていきたい． 

『源氏物語』は，人が誕生してから命を終えるま

での一生，あるいは貴族社会の舞台から降りるま

での半生を描いている．だからこそ，生き方そのも

のが垣間見え，共感したり，理解できないと考えた

りすることができるのではないだろうか．そして，

その事実があると知ることは，自分の中に複数の

視点を持つということになるのではないだろうか． 

最後に，興味深いのは，生徒のプレゼンテーショ

ンの内容に性差が存在し得ることである．「光源氏

になびかない」「芯が通っている」等，女性への共

感的魅力を挙げた生徒は女子生徒に多く（作品 1，

2），「（守ってあげたくなるほど）可愛い」「忘

れられない」等，女性を保護する・あるいは女性に

保護されるような視点で魅力を挙げた生徒は男子

生徒が多い（作品 3，4）ように感じたのである．

これはもちろん一概に言えることではなく，授業

者が分類・意味づけることで一層性差の意識を助

長する危険性もある．しかし，現代社会の男女格差

12)の一因が，教育現場におけるジェンダーの固定

観念の醸成にあるとしたら，これは疑問を持って

考えるべきことなのではないだろうか．今後の課

題としたい． 
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注 

 

1) 授業者の勤務校は中等教育学校であるため，中

等 1 年〜6 年生が在籍する．それぞれを中学 1 年〜

高校 3 年生にあたる学年である．本実践の対象で

ある 4 年生は，高校 1 年生にあたる． 

2)本研究は，科学研究費助成事業基盤研究（C）「哲

学資源としての漢文教材および学び方の開発に関

する基礎的研究」の一環として行われたものであ

る． 

3) 参考文献[ⅲ]特集記事「池澤くん，ご苦労であっ

た．『日本文学全集』の完結を迎えて」より． 

4) 参考文献[ⅶ][ⅷ]． 

5) ハンナ・アレントの文脈における「複数性」で

ある．Ⅲで後述． 

6) 参考文献[ⅰ]． 

7) 参考文献[ⅹ]． 

8）本校では発達段階に応じて中等 1･2 年生を「基

礎期」，3･4 年生を「充実期」，5･6 年生を「発展

期」と呼称する．本実践の対象である 4 年生は，充

作品 1 （朧月夜） 

ここここがが魅魅力力！！
⑤⑤持持ちち前前のの母母性性でで源源氏氏をを癒癒しし、、子子・・孫孫育育ててもも満満喫喫

▶ 愚痴も、弱音も、失敗も、女との秘め事も何もかもさらけ出せる心の
拠り所として源氏を癒す。

▶ 彼女の前では源氏もなお自然体でいることが出来、絶大な信頼関
係を得る。

▶ 子宝には恵まれなかった代わりに源氏からの厚い信頼を得、母性
愛に満ちた資質が認められたことで、早くに母親を亡くした夕霧の
親代わりを任され、子育てを楽しむこともできた。

▶ その後、夕霧と藤典侍との間に生まれた子供のうちの一人を孫とし
て引き取り、愛育した。

自自分分のの長長所所をを最最大大限限にに利利用用

作品 2 （花散里） 
 

紫の上の魅力Ⅰ

・藤壺の宮と紫の上に共通して
「らうたげ」という言葉が使われてい
る。
※藤壺の宮はだんだん「らうたげ」という表現がつかわれなく
なっていた。

・源氏の最愛の妻である一方、源氏の子
を産んだ明石の御方にはたびたび嫉妬
し、また朝顔斎院と源氏の結婚の噂が
立った時には動揺もした。
※嫉妬心がかわいらしい
・光源氏にとって思慕してやまない藤壺
の中宮の美貌が、紫の上に重ねられて
た。藤壺に向けられた思慕の埋め合せ、
肩代りの女としての登場した。
※自分の嫁と重ねられるくらい高い美貌を持っている。

純粋に可愛い

作品 3 （紫の上） 

ここが素敵藤壺中宮③ 思い出の人

•桐壺帝が、桐壺更衣の代わりを求めたように
源氏も藤壺の代わりとなる紫の上を求めたのではないか
恐らく、源氏からの愛情を、
最も多く注がれていたのは、紫の上。
しかし、源氏は紫の上と藤壺を
重ねていたのではないか。

早くに桐壺更衣を亡くし、幼い頃
から愛し続けた母を。

源氏の寂しさを癒した

作品 4 （藤壺中宮） 
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実期 2 年目にあたる． 

9) 参考文献[ⅸ]． 

10)，11) 参考文献[ⅰ].小玉はアレントの「複数性」

を「個性の徹底的な肯定」であるとした．また，難

民の存在自体がなかったことにされた「忘却の穴」

は格差社会の現代にも潜み，人は誰でも難民性を

抱えていると指摘している． 

12) 世界経済フォーラム（World Economic Forum）

の公表[ⅺ]では，各国における男女格差を測るジェ

ンダー・ギャップ指数（Gender Gap Index：GGI）の

日本の総合スコアは 0.652，順位は 153 か国中 121

位である（2020 年 3 月現在）．この指数は，経済，

政治，教育，健康の 4 つの分野のデータから作成

され，0 が完全不平等，1 が完全平等を示す． 
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